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大会報告

は
じ
め
に

大
会
報
告

五
箇
山
の
塩
硝
史

ー
最
高
品
質
•

最
高
生
産
量
•

最
長
期
生
産
ー

本
稿
で
は
江
戸
時
代
に
加
賀
藩
の
支
配
下
に
あ
っ
た
五
箇
山

（
現・
富
山
県
南
砺
市
上
平、
平
お
よ
び
利
賀
の
地
域）
で
の
塩

硝
の
歴
史
に
つ
い
て
記
す。
五
箇
山
塩
硝
の
特
徴
は
次
の
三
点
に

あ
る。

一
、
品

質ー
生
産
さ
れ
た
塩
硝
は
全
国
最
高
品
質
で
あ
っ
た。

二、
生
産
高
ー
全
国一
で
あ
り、
幕
末
期
に
は
年
間一
万
貰
以
上

に
達
し
た。

――-、
生
産
期
間

�
硝
の
生
産
期
間
が一
五
五
0
年
頃
か
ら一
八

八
四
（
明
治1
1
+）
年
と
約一
二
百
年
以
上
に
及
ぶ
長
期
で
あ
っ

た。

(
1
)

 

以
下
の
記
述
に
お
い
て
こ
の
特
徴
を
詳
細
に
説
明
す
る。

五
箇
山
の
地
理
的
位
置
は
富
山
県
の
南
部
の
山
間
部
に
あ
り
岐

阜
県
と
の
県
境
に
位
置
し
て、
飛
騨
山
系
を
源
流
と
す
る
庄
川
の

上
流
域
の
五
つ
の
谷
に
出
来
た
村
落
か
ら
な
る
地
域
で
あ
る。
こ

れ
が
元
に
な
っ
て
「
五
箇
山」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
現

在
は
町
村
合
併
に
よ
り
南
砺
市
に
属
し
て
い
る
が、
こ
こ
に
は
旧

上
平
村、
旧
平
村、
旧
利
賀
村
に
代
表
さ
れ
る
合
掌
造
り
集
落
が

あ
り
重
要
伝
統
的
建
造
物
郡
保
存
地
区
で
あ
る。
平
成
七
年
十
二

月
九
日
に
岐
阜
県
飛
騨
白
川
村
の
合
掌
造
り
村
落
と
共
に
抵
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た。
山
間
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
交
通
は
不
便

で
あ
っ
た
が、
現
在
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り、
北

陸
地
方
お
よ
ぴ
東
海
地
方
か
ら
日
帰
り
で
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
様
に
な
っ
た。

五
箇
山
は
藩
政
期
に
は
加
賀
藩
の
領
有
地
で
あ
り、
こ
こ

の
住
民
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
大
量
の
塩
硝
は
藩
に
よ
り
買

上
げ
ら
れ、
金
沢
に
輸
送
さ
れ、
鉄
砲
火
薬
の
生
産
に
使
用

{
2
)

 

さ
れ
て
い
た。

板
垣

英
治
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五
箇
山
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
産
物
は
初
め
は
絹
糸

と
和
紙
で
あ
っ
た
が、

後
に
塩
硝
が
加
わ
り、
一
二
大
産
品
と
し
て

約一
二
百
年
間
の
生
産
が
続
い
た。

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て、

合
掌

造
り
の
二
階、

三
階
で
カ
イ
コ
を
育
て、

そ
の
繭
か
ら
生
糸
を
生

産
し
た
。

夏
に
は
山
か
ら
和
紙
の
原
料
で
あ
る
コ
ウ
ゾ、

ミ
ツ
マ

タ
を
刈
り
取
り、

そ
の
皮
の
繊
維
を
原
料
と
し
て
冬
季
に
紙
す
き

を
お
こ
な
い
和
紙
を
生
産
し
た。

こ
れ
ら
の
産
物
は
山
を
越
え
て

富
山
平
野
の
町
に
送
ら
れ、

福
光
で
は
生
糸
は
絹
布
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
京
都
に
出
荷
さ
れ
て、
西
陣
で
友
禅
が
生
産
さ
れ
て
い
た。

塩
硝
の
生
産
は
養
蚕、

製
紙
の
作
業
の
合
間
の
夏
期
に、

民
家
の

居
間
の
床
下
の
培
養
穴
に
土、

草、

カ
イ
コ
糞
を
仕
込
み、

切
り

返
し
を
行
い
、

五
年
後
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
塩
硝
煮
を
行
っ
て

灰
汁
煮
塩
硝
を
生
産
し
た。

こ
の
粗
製
塩
硝
は
上
煮
屋
に
よ
り
買

上
ら
れ、

精
製
作
業
を
経
て
上
塩
硝
が
作
ら
れ
た
。

こ
の
品
質
の

良
い
塩
硝
は
加
賀
藩
に
よ
っ
て
買
い
上
ら
れ
て
い
た。

五
箇
山
は
山
間
地
で
あ
っ
た
た
め
に、

当
時
は
米
の
生
産
は
出

来
な
か
っ
た。

そ
の
た
め
に
和
紙、

絹
糸、

塩
硝
の
売
り
上
げ
に

な
ぜ
五
箇
山
で
塩
硝
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

わ
が
国
で
は
ど
の
様
な
方
法
で
塩
硝
を
生
産
し
た
か

よ
っ
て
得
た
銀
を
年
貢
と
し
て
藩
に
支
払
っ
て
い
た
。

従
っ
て、

住
民
に
と
っ
て
塩
硝
の
生
産
は
経
済
的
に
重
要
な
産
品
で
あ
っ
た

た
め
に、
一
二
百
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
の
大
最
生
産
が
続

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
経
済
的
必
要
性」

か
ら
の
継
続

で
あ
っ
た
。

わ
が
国
で
は
塩
硝
の
生
産
は―-＿
種
類
の
方
法
で
行
っ
て
い
た
。

最
も
古
く
伝
わ
っ
た
最
も
簡
単
な
方
法
が
「
古
土
法」

で
あ
る
。

江
戸
初
期
に
は、

加
賀
藩
を
除
い
て
全
国
の
藩
で
こ
の
方
法
に
よ

り
塩
硝
を
生
産
し
て
い
た
。

し
か
し、

江
戸
中
期
に
は、

こ
れ
を

行
う
藩
は
少
な
く
な
っ
た。

古
土
法
に
つ
い
て
は、

多
く
の
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
佐
藤
信
淵
著
「
塩
硝
製
造
弁」
（
嘉

永
七
年）

が
あ
る。

乾
い
た
土
地
に
あ
る
古
い
家
の
床
下
の
土
の

表
面
か
ら
三
1
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
掻
き
取
り、
桶
に
入
れ
て、

水
で
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
溶
出
し
た
。

溶
出
液
を
加
熱
・

濃
縮
し

た
後
に、

木
灰
汁
を
加
え
て
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
硝
酸
カ
リ
ウ
ム

と
し
た。

綿
布
で
ろ
過
し
た
後
に、

濾
液
を
濃
縮
し
て
静
置
す
る

と
硝
石
の
結
晶
が
で
き、

祖
製
硝
石
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

藩
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に
よ
り
扉
わ
れ
た
「
硝
石
掘
り」

と
呼
ば
れ
た
職
人
が
数
人
で
組

と
な
っ
て
各
村
を
周
り、

床
下
土
を
集
め
て、

硝
石
を
造
る
作
業

を
し
た。

こ
の
方
法
で
は
小
屋
掛
け
と
寵
と
桶
が
そ
の
設
備
で
あ

っ
た
た
め
に、

作
業
が
終
わ
り
次
第
に
別
の
村
へ
移
動
し
て
硝
石

造
り
を
行
っ
て
い
た。

硝
石
の
収
量
は
少
な
く、

例
え
ば
南
部
藩

の
史
料
に
よ
れ
ば、

床
下
土
千一
＿
百
貰
か
ら
十
貰
の
中
煮
塩
硝
を

生
産
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る。

さ
ら
に
一

回
土
を
採
取
し
た
床

下
か
ら
は
約―
一
十
年
を
待
た
な
け
れ
ば
再
度
の
採
取
は
出
来
な
か

っ
た。「

培
養
法」

は
五
箇
山
で
行
っ
て
い
た
方
法
で
あ
り、

元
禄
年

間
に
飛
騨
・

白
川
に
伝
え
ら
れ
て
い
た。

こ
の
他
の
地
域
で
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た。

本
法
で
は
合
掌
造
り
の
居
間
の
床
下
に
穴

を
掘
り、

こ
こ
に
培
養
土
を
入
れ
約
五
年
間
硝
化
細
菌
に
よ
る
硝

化
反
応
を
行
っ
て
硝
石
を
生
産
す
る
も
の
で
あ
る。

詳
し
く
は
後

ほ
ど
触
れ
る。

「
硝
石
丘
法」

は
幕
末
期
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
入
っ
た
方
法
で
あ

る。

西
欧
で
の
硝
石
生
産
法
で、

十
八
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ス
で
開

発
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。

屋
外
に
硝
石
小
屋
を
造
り、

そ
の
中
に

糞
尿、

野
草、

土
を
混
ぜ
た
培
養
土
を
積
み
あ
げ
て
丘（
硝
石
丘）

を
作
り、

硝
化
細
菌
の
働
き
を
促
進
し
て
硝
石
の
生
産
を
し
た
。

こ
の
方
法
は
わ
が
国
で
は
薩
摩
蕃
の
谷
山
作
硝
場
（
現
鹿
児
島
市

谷
山
地
区）

で
の
み
大
規
模
な
硝
石
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ

の
施
設
は
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た。

t

五
箇
山
で
塩
硝
の
生
産
が
何
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か、

ま

た
誰
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
い

く
つ
か
の
古
い
史
料
に
は、

次
の
事
柄
が
記
さ
れ
生
産
の
起
源
を

推
定
で
き
る。

富
山
県
・

城
端
の
善
徳
寺
に
伝
わ
る
「
由
来
抜
書」
（
天
正
四

年
〈
一

五
七
四
ご一一
月
＋
1

1

日）

に
は

元
亀
元
年
(
-

五
七
0)

九
月
に
大
坂
石
山
寺
で
の
織
田
信

長
の
軍
勢
に
対
す
る
防
戦
の
時
に、

加
賀
・

越
中
・

能
登
よ

り
兵
狼
お
よ
び
五
箇
山
塩
硝
と
玉
薬
を
寄
進
し
た。

と
記
さ
れ、

こ
の
頃
五
箇
山
で
は
す
で
に
大
量
の
塩
硝
を
生
産
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る。

さ
ら
に、

富
山
県
・

入
善
の
養

照
寺
の
「
由
緒
書
控」

に
は、

五
箇
山
西
勝
寺
か
ら、

鉄
砲
六
挺
と
五
ヶ
山
の
総
て
の
塩
硝

悉
く
買
い
集
め
て、

伏
木
浦
（
新
湊
市
・

庄
川
河
口）

か
ら

船
で
大
坂
•

石
山
寺
に
送
っ
た。

と
あ
り、

さ
ら
に、

五
箇
山
の
塩
硝
を
総
て
買
い
集
め、

西
勝
寺
新
発
知
明
順
相
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が、

伏
木
浦
か
ら
大
坂
へ
船
で
送
り
御
用
に
相
立
て
た。

と
記
さ
れ
て
い
る。

こ
の
様
に
元
亀
か
ら
天
正
年
間
の
大
坂
•

石

山
本
願
寺
の
戦
い
で
は
五
箇
山
か
ら
塩
硝
・

黒
塩
硝
（
黒
色
火

薬）

が
盛
ん
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

当
時、

北
陸
地
方
で
は
真
宗
の
布
教
が
盛
ん
で
あ
り、

多
く
の

門
徒
が
い
た。

五
箇
山
も
例
外
で
は
無
か
っ
た
。
「
石
山
本
願
寺

日
記」

に
よ
れ
ば
天
文
十
年
(
-

五
四
一
）

か
ら一
一
十
年
(
-

五

五
一
）

に
か
け
て
毎
年
五
箇
山
か
ら
大
坂
•

石
山
本
願
寺
に
糸

（
生
糸）

と
綿
（
真
綿）

が
寄
進
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
事
実
は
両

者
の
関
係
が
緊
密
で
あ
り、

人
の
交
流
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る。

当
時、

石
山
本
碩
寺
で
は
紀
州
根
来
寺
の
鉄
砲
集
団
や
紀

州
雑
賀
の
鉄
砲
集
団
が
入
り、

寺
の
警
護
に
あ
た
っ
て
い
た。

五

箇
山
か
ら
の
人
達
は
こ
の
鉄
砲
集
団
か
ら
鉄
砲
や
火
薬、

そ
の
調

合
・

製
造
に
関
す
る
重
要
な
情
報
を
得
て
持
ち
帰
っ
た
に
違
い
な

、
。

l
>

 

こ
の
時
の
硝
石
製
法
は
「
古
土
法」

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る。

と
こ
ろ
が
古
土
法
で
は
戸
数
の
少
な
い
五
箇
山
で
は
採
取
出
来
る

古
土
の
量
は
限
ら
れ
て
お
り、

塩
硝
を
多
く
生
産
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た。

し
か
し
民
家
で
は
カ
イ
コ
を
育
て、

糸
を
生
産

し
て
い
た
こ
と
か
ら、

そ
の
糞
が
大
量
に
貯
め
ら
れ
て
い
た。

こ

れ
が
偶
然
に、

塩
硝
の
培
養
と
結
び
つ
き、

生
産
法
の
改
良
が
加

え
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
も
短
期
間
に
画
期
的
な
培
養
法
が

工
夫
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た。

そ
の
結
果、

五
箇
山
で
の
塩
硝
の
最

産
化
は
元
亀
元
年
(
-

五
七
0)

の
石
山
合
戦
よ
り
前
に
す
で
に

始
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
に
基
づ
き
五
箇
山
塩
硝
の
起
源

は
十
六
世
紀
半
と
推
定
さ
れ
る
。

土
壌
中
に
は
多
く
の
微
生
物
が
棲
息
し
て
い
る。

そ
の
中
に
硝

化
細
菌
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
細
菌
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を
空
気
中

の
酸
素
を
用
い
て
酸
化
し
て
亜
硝
酸
イ
オ
ン
・

硝
酸
イ
オ
ン
を
排

出
す
る
絶
対
好
気
的
化
学
栄
養
細
菌
で
あ
る
（
図
1)
。

こ
の
細

菌
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を
酸
化
し
た
と
き
に
で
る
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

用
い
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る。

こ
の
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
タ
ン
パ
ク
質、

核
酸、

糖
質、

脂
質

の
生
合
成
の
為
に
消
費
さ
れ
て
生
育
し
て
い
る。

生
成
し
た
亜
硝

酸
は
菌
体
外
に
排
泄
さ
れ
る
。

同
様
に
土
壊
中
に
は
亜
硝
酸
酸
化

細
菌
が
棲
息
し
て
い
る。

こ
の
細
菌
は
亜
硝
酸
イ
オ
ン
を
酸
化
す

る
酵
素
（
亜
硝
酸
酸
化
酵
素）

を
持
ち、

酸
素
分
子
を
用
い
て
硝

塩
硝
は
ど
の
様
に
土
の
中
で
作
ら
れ
る
の
か
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と 旱
酸素 酸素

酸素

亜硝酸 9硝酸イオ
‘

イオン酸化反応

エネルギ ー 生産

酸素
ンモニア ，亜硝酸

酸化反応

エネルギ ー 生産

亜硝酸酸化細菌、 絶対好気性化学栄養細菌

亜硝酸
イオン

N02― 

アンモニア酸化細菌、 絶対好気性化学栄養細菌

図1 硝化細菌の働きモデル図

酸
イ
オ
ン
を
生
産
す
る
。

こ
の
時
に
生
産
さ
れ
る
化
学
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
用
い
て
こ
の
細
茜
も
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

菌
体
内
の
硝

酸
イ
オ
ン
は
直
ち
に
外
部
に
送
り
出
さ
れ
る
。

こ
の
様
に
し
て
硝

酸
イ
オ
ン
が
土
壌
中
に
出
さ
れ、

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
結
合
し

て
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
し
て
地
表
に
蓄
積
す
る
。

床
下
の
乾
い
た

土
の
表
層
に
の
み
に
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
存
在
す
る
こ
と
は、

こ

の
微
生
物
学
的
理
由
に
拠
っ
て
い
る
。

湿
っ
た
土
壌
で
は
内
部
の

酸
素
分
子
は
直
ち
に
細
菌
（
任
意
好
気
性
細
菌、

例
え
ば
大
腸
菌

な
ど）

に
よ
り
消
費
さ
れ
て
し
ま
い
、

酸
素
の
無
い
嫌
気
的
状
態

に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
し
硝
酸
イ
オ
ン
が
存
在
し
て
も

直
ち
に
還
元
・

消
費
さ
れ
て
し
ま
う。

「
培
養
法」

で
は
塩
硝
の
生
産
の
た
め
に
培
養
土
中
に
酸
素
分

子
を
十
分
に
供
給
す
る
必
要
か
ら、
多
く
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

注．

ア
ン
モ
ニ
ア
を
酸
化
す
る
た
め
に
は、

酸
素
分
子
が
絶
対

的
に
必
須
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
多
く
の
硝
石
に
関
す
る
事
項
を
記
述
し
た

頁
が
見
ら
れ
る
が、

い
ず
れ
も
こ
の
重
要
な
事
柄
に
全
く
注
意

が
払
わ
れ
ず、

誤
っ
た
事
柄
を
記
載
し
て
い
る
。

58 



五箇山の塩硝史

五
箇
山
塩
硝
関
係
の
史
料
は
全
国
的
に
最
も
多
く
収
集
・

整
理

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
五
箇
山
で
は
塩
硝
の
生
産
が
「
民
業」

で
あ

っ
た
か
ら、

そ
の
重
要
な
数
多
く
の
史
料
が
個
人
で
保
管
さ
れ
て

い
た。

そ
の
史
料
の
中
に
塩
硝
の
生
産
方
法
に
関
し
て
記
載
し
た

も
の
が
十
点
ほ
ど
あ
り、

そ
れ
ら
は
百
年
以
上
の
年
代
に
わ
た
っ

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
最
も
重
要
な
史
料
が
次
の

五
十
嵐
孫
作
が
文
化
八
年
(
-

八
―
-
）

に
害
い
た
「
五
箇
山
塩

硝
出
来
之
次
第
上
申
帳」

で
あ
る。

こ
れ
は
加
賀
溜
の
前
田
土
佐

守
の
命
に
よ
る
五
箇
山
で
の
塩
硝
生
産
調
査
の
報
告
書
で
あ
る。

記
載
内
容
は
詳
細
か
つ
正
確
で
あ
り、

こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
五
箇

山
の
塩
硝
生
産
の
総
て
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
る。

本
史
科

の
原
本
は
現
在
富
山
県
立
回
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る。

著
者
の

五
十
嵐
孫
作
は
寛
政
五
年
に
富
山
・

高
岡
の
内
饒
村
に
生
ま
れ

た。

代
々
「
十
村」

職
に
あ
り、

こ
の
地
域
の
農
家
の
行
政
的
管

理
を
行
っ
て
い
た。

十
村
は
庄
屋
の
様
な
要
職
で
あ
っ
た。

彼
は

十
八
オ
の
時
に
十
村
と
し
て、

五
箇
山
地
域
の
塩
硝
生
産
の
調
査

を
行
っ
た。

孫
作
は
オ
に
優
れ、

そ
の
後、

国
学
や
算
法、

農
政

五
箇
山
の
合
掌
造
り
の
建
物
の
中
で、

ど
の
様
に
塩
硝
を

作
っ
て
い
た
か

学
な
ど
の
書
藉
を
著
作
し
た
文
化
人
で
も
あ
っ
た。

上
申
帳
に
は

は
じ
め
に、

塩
硝
を
つ
く
る
に
は
先
ず
土
を
選
ぶ
必
要
が
あ

る
こ
と
を
説
い
て
い
る。

水
気
の
な
い
乾
い
た
上
田
土
を
選

び、

家
屋
の
居
間
の
囲
炉
裏
の
周
り
に
穴
を
掘
り、

こ
の
土

を
入
れ
る
。
こ
の
乾
い
た
ホ
ロ
ホ
ロ
し
た
土
を
選
ぶ
こ
と
は、

先
に
記
し
た
よ
う
に、

培
養
土
の
中
へ
の
空
気
の
流
通
を
工

夫
し
て
い
た。

湿
り
気
の
多
い
ね
ば
ね
ば
し
た
土
は
良
く
な

い
。

こ
の
穴
の
底
に
は
ヒ
エ
殻
を
敷
く
と
あ
る
。
（
以
下
略）

以
下
に
こ
の
上
申
帳
の
内
容
に
従
っ
て
塩
硝
の
培
養
法
で
の
生

産
法
を
記
す。

合
掌
造
り
の
民
家
の
一

階
の
居
間
「
お
え」

の
中

心
に
囲
炉
裏
が
あ
り、

こ
こ
が
人
々
の
生
活
の
空
間
で
あ
っ
た。

こ
の
囲
炉
裏
の
周
り
に
深
さ
約一
―
・

七
メ
ー
ト
ル
の
穴
を
掘
り、

こ
こ
に
次
ぎ
の
培
養
土
を
入
れ
て、

塩
硝
の
生
産
を
行
っ
た。

（
注）

よ
く
五
箇
山
は
塩
硝
を
生
産
す
る
た
め
に
「
小
便」

を

使
っ
て
い
た
と
記
述
し
た
も
の
を
見
か
け
る
が、

そ
れ
は
こ

の
培
養
穴
の
位
置
を
見
れ
ば
直
ち
に
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
で
あ
る。

囲
炉
裏
の
熱
で
尿
の
悪
臭
が
立
ち
こ

め、

と
て
も
そ
の
上
で
食
事
な
ど
出
来
る
生
活
空
間
で
は
な

い
。

そ
れ
は
溜
め
お
き
型
の
便
所
の
中
で
生
活
を
す
る
様
な

も
の
で
あ
る。

硝
石
丘
法
と
培
養
法
と
の
大
き
な
違
い
が
此
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床板

: ! 
培養士の中の空気の通り

床
ド
の
の
点
に
あ
る。

図2 培養穴中の土、カイコ党、干し草の説明

に
は
図
2
に
示
し
た
様
に、

ヒ
エ
が
ら、

カ
イ

コ
の
糞
ど
上
田
土、

サ
ク、

ヨ
モ
ギ
な
ど
乾
し
た
山
草
を
順
に
積

み
あ
け、

床
板
近
く
ま
で
繰
り
返
し
て
積
ん
で
い
た。

こ
の
使
用

し
た
材
料
に、

ど
れ
も
乾
い
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
理
由
は、

培
養
土
の
中
を
空
気
の
流
通
の
好
い
状
態
に
保
っ
た
め
で
あ
っ

た。

サ
ク
は
シ
シ
ウ
ド
で
あ
る
。

大
型
の
山
野
草
で
あ
り、

葉
に

硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
蓄
積
す
る
硝
酸
植
物
と
見
ら
れ
る
。

五
箇
山
で

は
田
ん
ぽ
や
畑
に
銅
込
む
と
作
物
の
生
育
が
良
好
に
な
る
と
の
話

も
あ
る
。

民
家
で
の
塩
硝
穴
へ
の
仕
込
み
後
の
管
理
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

一
、

カ
イ
コ
の
作
業
が
終
わ
っ
た
六
月
に
仕
込
み。

二、

春

ビ
エ
が
ら、

タ
バ
コ
が
ら、

ソ
バ
が
ら
の
鋤
き
込
み。

三、

夏

カ
イ
コ
の
糞
を
培
養
土
ヘ
ア
ン
モ
ニ
ア
源
と
し
て
加
え

る
。

四、

秋

山
草、

サ
ク、

ヨ
モ
ギ
等
の
干
草
を
加
え
る
。

窒
素
の

供
給
と、

土
中
の
空
気
の
流
通
を
保
っ
た
め。

（
注）

塩
硝
培
養
に
は、

湿
り
気
の
多
い
水
草
は
使
用
し
て

い
な
い
。

屋
内
の
囲
炉
裏
の
周
り
に
培
養
穴
を
置
い
た
理
由
は
温
度
管
理

に
あ
る
。

雪
深
い
五
箇
山
で
は、

硝
石
丘
法
の
よ
う
に
屋
外
の
小

屋
で
は、

冬
期
の
温
度
低
下
の
た
め
に
硝
化
細
菌
の
働
き
が
悪
く

な
る
。

そ
の
た
め
に
囲
炉
裏
の
近
く
の
暖
か
い
と
こ
ろ
に、

培
養

穴
を
設
置
し
た。

こ
の
様
な
作
業
を
続
け
て
五
年
目
の
十
月
下
旬

に
塩
硝
土
を
掘
り
出
し
た。

掘
り
出
し
作
業
は、

硝
石
丘
法
の
場

合
と
違
い
、

次
の
培
養
に
備
え
ご
一

部
を
残
す
以
外
は
ほ
と
ん
ど
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総
て
を
掘
り
出
し
た
。
「
硝
石
丘
法」

で
は、

土
丘
の
表
面
の
土

を
削
り
取
っ
た。

硝
石
丘
法
で
は
硝
石
丘
の
表
面
で
の
み
硝
化
細

菌
が
働
い
て
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
蓄
積
し
た
が、

内
部
は
水
分
の

た
め
に
空
気
が
無
く
硝
化
細
菌
は
働
か
な
か
っ
た。

収
穫
し
た
塩
硝
土
か
ら
次
ぎ
の
様
に
し
て
灰
汁
煮
塩
硝
を
作
っ

た
。
（
図
3)

1．

培
養
土
の
管
理。

2．

五
年
目
の
晩
秋
に
塩
硝
土
を
掘
り
出
し、

土
桶（
指
渡
三
尺、

高
さ
一

尺
八
寸）

に
入
れ
る。

土
桶
の
底
に
は
網
目
と
呑
み
口

が
あ
る。

3．

上
か
ら
清
水
を
流
し
込
み、

土
に
含
ま
れ
る
硝
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
を
溶
出
す
る。

浸
出
液
を
埋
桶（
指
渡、

深
さ
共
一

尺
八
寸）

に
集
め
取
る。

こ
れ
を
一

番
水
桶
（
指
渡
二
尺、

深
さ一
＿
尺
三

寸）

に
溜
め
る。
（
清
水
で
の
溶
出
を
繰
り
返
す。）

4．

溶
出
液
を
鉄
釜
（
灰
汁
煮
釜、

指
渡一
一
尺、

深
さ
一

尺）

に

入
れ
て
加
熱
し
て
濃
縮
す
る。

容
量
が
三
分
の
一

以
下
に
濃
縮

さ
れ
た
と
こ
ろ
で、

濃
縮
液
に
木
灰
汁
を
加
え
る。

木
灰
中
の
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
と
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
反
応
し
て

硝
酸
カ
リ
ウ
ム
（
硝
石）

と
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
出
来
る
。

炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
水
に
不
溶
な
た
め
に
沈
殿
す
る。

5．

こ
の
上
澄
液
を
綿
布
で
ろ
過
し
て、

硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
含
む

濾
液
を
小
垂
桶（
指
渡
一

尺
五
寸）
に
集
め
る。

こ
れ
を
静
置
・

冷
却
す
る
と、

粗
製
塩
硝
の
結
晶
が
出
来
る。

6．

結
晶
し
た
塩
硝
を
「
灰
汁
煮
塩
硝」

と
呼
ん
だ。

結
晶
塩
硝

を
集
め
て
乾
燥
し
た
。

こ
れ
ま
で
が、

各
民
家
で
の
冬
季
の
作
業
で
あ
っ
た
。

灰
汁
煮

塩
硝
は
さ
ら
に
精
製
す
る
た
め
に、
「
塩
硝
上
煮
屋」

に
よ
り
買

上
げ
ら
れ
た
。

上
煮
屋
で
は
二
回
目
お
よ
び一
二
回
目
の
結
晶
化
を
行
い
高
度
に

精
製
さ
れ
た
塩
硝
の
結
晶
（
こ
れ
を
「
大
材、

上
塩
硝、

御
召
塩

硝」

と
呼
ん
だ。）

を
生
産
し
た。

7．

買
い
上
げ
た
灰
汁
煮
塩
硝
に
水
を
加
え
て、

加
熱
し
て
溶
解

し
た
。

溶
液
中
に
混
入
し
た
ゴ
ミ
を
除
去
し、

蒸
発
・

濃
縮
し

た
。

濃
縮
に
よ
り、

あ
わ
が
出
る
の
で
除
去
し
た。

8．

適
度
に
濃
縮
後、

ろ
過
し
て
濾
液
を
集
め、

静
置
・

結
晶
化

し
た。

得
ら
れ
た
結
晶
塩
硝
は
「
中
煮
塩
硝」
・

「
中
塩
硝」

と
呼
ば
れ
た
。

9．

中
煮
塩
硝
を
再
ぴ、

水
に
溶
解
し、

濃
縮
と
ろ
過
を
行
っ
た。

10．

こ
れ
を
新
し
い
檜
桶
（
上
煮
え
さ
せ
桶、

指
渡
一

尺
八
寸、

深
さ
同
じ）

に
塩
硝
溶
液
を
入
れ、

静
置
・

放
冷
し
て
結
晶
化
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旦
こ
の
結
晶
は11
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
長
さ
の
大
ぎ

な
結
晶
で
あ
っ
たつ
え
さ
せ
桶
よ
り
取
り
出
し
乾
燥
し
た。
こ

の
結
晶
塩
硝
を
「
上
煮
塩
硝」
「
上
塩
硝」
「
御
召
塩
硝」
「
大

材」
と
呼
ん
だ。）

こ
の
上
煮
屋
で
の
中
煮
塩
硝
の
溶
解

玉猿
縮
作
業
の
工
程
は
難

し
く、
毎
回
条
件
が
異
な
る
た
め
に
経
験
と
「
勘」
の
必
要
な
も

の
で
あ
っ
た。
「
中
煮
の
工
程
は
人
に
見
せ
る
も
の
で
は
な
い」

と
云
わ
れ、
そ
の
技
術
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た。

図3

大会報告

培養土作りから灰汁煮坦硝作りまで
し
た。 1 .床下の穴に乾いた

土、十草、カイコ
糞を混ぜて積み重
ねるc

3.ナ桶に水を加え
て、硝酸カルシウ
ムを浸出する

5。灰汁煮塩硝溶液の

□ 

2 .土桶に塩硝土を入
れる

4.浸出液を濃縮後、
灰汁処理する

6.結晶した）リく汁煮塩
硝を集める。

12．
上
塩
硝
は
塩
硝
箱
に
詰
め、
塩
硝
煮
屋
惣
代
と
塩
硝
吟
味
人

の
検
査
を
受
け
た
後
に、
十
村、
祁
奉
行、
改
作
奉
行
の
検
査

を
受
け、
藩
に
よ
る
御
買
い
上
げ
と
な
っ
た。
塩
硝
の
金
沢
へ

の
輸
送
は
藩
に
よ
り
雇
わ
れ
た
村
民
が
背
負
い
と
牛
に
よ
る
運

搬
で
行
わ
れ
た。

五
箇
山
地
域
で
の
塩
硝
の
生
産
は、
十
六
冊
紀
半
ば
か
ら
明
治

二
十
年
ま
で
約
三
百
年
間
続
い
て
い
た。
「
培
養
法」
は
前
に
記

し
た
様
に
五
箇
山
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、
そ
の
他
に
は、

元
禄
年
間
か
ら
飛
騨
藩
白
川
村
で
行
わ
れ
て
い
た
の
み
で
あ
る。

灰汁煮塩硝から中煮塩硝の梢製（上煮屋で行っ
た。）
7.灰汁煮塩硝の溶解

とごみ取り
8.中煮塩硝の結品化

上煮塩硝の精製と結品化
9.温水に中煮塩硝を

溶かす

11.結晶した上煮塩硝
を桶より取 り出
し、乾燥する。

］0,濾過液を7日静置
上氣塩硝を結晶化
する

12. 闘託肖印有に詰める。
検査を受けて、出
荷した。

‘
‘

芯
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塩
硝
の
結
晶
は
無
色
（
白
色）

で
細
長
い
六
角
棒
状
で、

先
端

が
六
角
錐
で
あ
る
。

五
箇
山
で
は
長
さ
が
二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
越
え
る
巨
大
な
塩
硝
の
結
晶
を
生
産
し
て
い
た。

五
箇
山
で
塩
硝
土
か
ら
上
塩
硝
は
ど
れ
だ
け
取
る
こ
と
が
出
来

た
か
を
古
文
書
の
調
査
を
行
い
ま
と
め
た。

塩
硝
土
一

坪
か
ら、

灰
汁
煮
塩
硝
は
約
九
•

四
キ
ロ
を
精
製
し
た。

こ
れ
を
上
煮
屋
で

の一
一
回
の
結
晶
化
作
業
を
行
っ
て
精
製
し
た
上
塩
硝
は、

亨
保
十

五
年
(
-

七
=1
0)

に
三
O
·
――-
%、

文
政
元
年
(
-

八
一

八）

に
三
六
•

四
％、

嘉
永
六
年
(
-

八
五
三）

に
三
三
・
一

％
の
収

抵
で
精
製
し
て
い
た。

百
二
十
年
間
の
史
料
の
平
均
は一―――――
·
―――

％
で
あ
る。

こ
の一
二
種
の
デ
ー
タ
は、

ど
れ
も
三
0
％
代
の
値
を

し
め
し
て
い
る。

こ
の
結
果
は、

塩
硝
土
一

坪
か
ら
約一
ニ
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
上
塩
硝
を
採
取
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。

塩
硝
は
品
質
に
よ
り
等
級
を
付
け
て
い
た。

上
塩
硝
は
極
上
等

と
上
等
で
あ
り、

不
純
物
含
最
は
千
か
ら
千
五
百
分
の
一

以
下
と

決
め
ら
れ
て
い
た。

中
煮
塩
硝
は
中
等
で
不
純
物
が
七
五
0
か
ら

三
0
0
分
の
一

以
下
の
も
の
で
あ
っ
た。

加
賀
藩
は
こ
の
上
塩
硝

を
火
薬
原
料
と
し
て
買
上
げ
て
い
た
。
一

方、

買
い
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
中
塩
硝
は
市
販
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

五
箇
山
塩
硝
の
品
質
を
他
の
地
域
の
塩
硝
と
比
較
し
表
ー
に
示

し
た。

正

保
二

年

（
一

六
四
五）

か
ら

幕
末

期
(
-

八

六

五）

ま
で
の
約
二
百

年
以
上
に
わ
た
り
松

江
重

頼

著
「
毛

吹

草」

か
ら
森
田
柿
園

著
「
越
中
志
徴」

ま

で
の
資
料
に
は、

越

中、

加
賀、

五
箇
山、

加
州
の
塩
硝
が
最
高

の
品
質
で
あ
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
た
。

全
資
料
が
五
箇
山
塩

硝
を
一

位
に
挙
げ
て

い
た
の
で
あ
る。

実
際
に
五
箇
山
塩

硝
の
品
質
を
化
学
的

分
析
に
よ
り
評
価
し

た
資
料
を
表
2
に
示

表1 各地の塩硝の品質の比較

年 号 著 者 著作史料 硝石品質順位

正保2年(1645) 松江重頼 毛吹草 座生， 飛騨， 安芸， 美作
元禄10年(1697) 菊本賀保 国花万莱記 座生
正徳2年(1712) 寺島良安 和漢三才図会 加翌， 筑前
天文年間(1740頃） 一 三州名物往来 五箇山
享和3年(1803) 小野蘭山 本草網目啓蒙 加州， 越中， 讃州
文化14年(1817) 斎藤甚大夫 硝石製法備要集 加州， 米沢， 飛騨， 甲州
文政5年(1822) 山田森重 砲術明鑑 云祠山
天保6年(1835) 一 国産抄 五箇山
稲末期(1865頃） 森田柿園 越中志徴 五箇山

約200年間の硝石の品質の比較で、常に五箇山硝石が一位にあった。

63 



大会報告

す。

こ
の
分
析
試
料
は
羽
馬
家
お
よ
び
池
田
家
の
塩
硝
で
あ
り、

さ
ら
に
羽
馬
家
の
床
下
の
塩
硝
残
土
よ
り
精
製
し
た
塩
硝
で
あ

る
。

そ
の
結
果
は、

羽
馬
家
塩
硝
で
は
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
質
蓋

％
が一
二
八
・
一

％、

硝
酸
イ
オ
ン
が
五
九
•

五
七
％
で
あ
り、

純

度
が
九
七
・
―
-
％
と
高
い
精
製
度
の
塩
硝
で
あ
る。

ま
た、

カ
リ

表2 五箇山塩硝の化学分析結果

試料

イオン種

カリウム
ナトリウム
カルシウム

陽イオン小計

硝酸イオン
塩素イオン
硫酸イオン

陰イオン小計

合計

純度
モル比

上平村 平村

羽馬家塩硝 池田家塩硝

質 益 (g)

38.08 37.50 
0.25 0.10 

- 0.65

38.25

60.00

0.14 

60.14 

98.39 

羽馬家塩硝残土
からの塩硝

質 最 (g)

36.50 
0.52 

38.33 

59.57 
0.97 
0.08 

37.02 

56.82 
2.98 
0.23 

60.62 60.03 

98.95 

97.2% 
1.0135 

97.05 

92.6% 

五
箇
山
塩
硝
の
生
産
組
織
は、

全
国
の
他
の
地
域
の
生
産
組
織

と
は
全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た。

前
述
し
た
様
に、

他
地
域
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
の
直
轄
の
事
業
組
織
が
古
土
法
で
塩
硝
を
生
産

し
て
い
た。

藩
の
雇
い
入
れ
た
「
塩
硝
掘
り」

と
呼
ば
れ
た
作
業

人
に
よ
り、

床
下
土
が
採
取
さ
れ、

現
場
に
作
ら
れ
た
架
設
の
小

屋
で
塩
硝
の
抽
出、

精
製
が
行
わ
れ
て
い
た。
一

方、

五
箇
山
で

は
各
村
の
住
民
の
家
の
床
下
で
先
に
記
し
た
培
養
法
で
塩
硝
土
を

作
り、

こ
れ
か
ら
灰
汁
煮
塩
硝
を
生
産
し、

そ
れ
を
上
煮
屋
が
買

い
上
げ、

上
塩
硝
を
生
産
し
た。

上
塩
硝
は
藩
に
よ
る
買
い
上
げ

の
た
め
に、

統
一

規
格
の
塩
硝
箱
に
塩
硝
十
二
貰
を
詰
め、

塩
硝

煮
屋
総
代、

と
塩
硝
吟
味
人
の
検
査
を
受
け
た
後
に
藩
の
役
人
の

検
査
を
受
け
て
御
買
い
上
げ
と
な
っ
て
い
た
。
検
査
後
の
塩
硝
は、

溜
に
雇
わ
れ
た
住
民
に
よ
り
五
箇
山
か
ら
金
沢
の
製
薬
所
ま
で
輸

五

塩
硝
の
生
産
組
織
と
加
賀
藩
に
よ
る
買
上
げ

ウ
ム
イ
オ
ン
と
硝
酸
イ
オ
ン
の
モ
ル
比
は
一
·
O
 I

三
五
と
一

に

非
常
に
近
い
値
で
あ
る。

こ
の
値
も
塩
硝
が
高
純
度
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

池
田
家
の
試
料
も
同
様
な
結
果
で
あ

る
。
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送
さ
れ
た
。

製
薬
所
で
は
再
び
算
用
奉
行、

玉
薬
奉
行、

薬
合
奉
行
の
立
ち

会
い
の
も
と
で
塩
硝
の
質
•

最
の
検
査
が
行
わ
れ、

合
格
し
た
も

の
が
最
終
的
に
御
買
い
上
げ
と
な
っ
た。

不
合
格
の
も
の
は
送
り

返
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
民」

と
「
官」

の
二
組
織
の
も
と

で
塩
碓
の
生
産
と
買
い
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
た
の
が
五
箇
山
塩
硝

の
特
徴
で
あ
る。

御
買
上
塩
硝
は
厚
さ
十
四
ミ
リ
の
ト
チ
材
で
作
っ
た
木
箱
「
塩

硝
箱」

に
上
塩
硝
を
詰
め
て、

五
箇
山
か
ら
出
荷
さ
れ
た
。

そ
の

為
に
塩
硝
の
最
を
示
す
単
位
は
箱
数
「
箇」

で
あ
り、

例
え
ば
九

七
箇
の
買
い
上
げ
と
表
し
て、

重
最
（

貰）
で
は
表
さ
な
か
っ
た
。

現
在
も
数
個
の
塩
硝
箱
は
残
っ
て
い
る。

上
塩
朗
の
煮
屋
に
な
る
資
格
は、
「
塩
硝
株」

を
取
得
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

煮
屋
の
塩
硝
の
生
産
批
は
「
塩
硝
株」

の
株
数
で

決
め
ら
れ、

ま
た
生
産
賊
の
権
利
化
し
て
い
っ
た
。

例
え
ば
「
鑑
札」

に
疫
応――一
年
十
一

月
に
五
箇
山
の
百
十
四
箇

の
内
の
「
一

株」

を
生
産
す
る
権
利
て
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
た
。

塩
硝
を
生
産
し
て
い
た
小
瀬
村
助
九
郎
は
塩
硝
株
を
一

箇

持
ち、

塩
硝
箱
一

箇
分
の
上
塩
硝
を
生
産
し
た。

こ
の
塩
硝
株
は

五
箇
山
で
は
取
引
さ
れ、

時
代
に
よ
り
所
有
者
名
お
よ
び
所
有
者

数
が
変
化
し
て
い
た
。

塩
硝
煮
屋
は
五
箇
山
で
は
資
産
に
富
ん
だ

者
で
あ
り、

大
き
な
合
掌
造
の
家
に
住
ん
で
い
た。

加
賀
湘
に
よ
り
買
い
上
げ
ら
れ
た
御
召
塩
硝
の
輸
送
は
住
民
の

背
と
牛
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。

五
箇
山
は
広
い
地
域
に
広
が
り、

塩
硝
の
輸
送
ル
ー
ト
は
地
域
に
よ
り
違
っ
て
い
た
。

最
も
庄
川
の

上
流
部
に
あ
っ
た
西
赤
尾
町
村
か
ら
は、

先
ず
山
を
登
り、

プ
ナ

オ
峠
を
越
え
て、

小
矢
部
川
の
上
流
に
達
し、

こ
れ
を
下
っ
て
刀

利
に
至
る。

こ
こ
で
川
を
渡
り、

現
在
の
県
境
に
あ
る
横
谷
峠
を

経
て
浅
野
川
の
上
流
に
あ
る
湯
涌
に
着
い
た。

横
谷
で
一

泊
し、つ

つ

翌
日
に
湯
涌
か
ら
洩
野
川
沿
い
に
下
り、

金
沢
の
南
部
に
あ
る
土

ち
ょ

う
づ

消
水
製
薬
所
に
到
着
し
て
塩
硝
を
納
め
た
。

平
村
か
ら
は、

朴
峠
を
越
え
て
城
端
へ
出
て
一

泊
し
て、

翌
日

に
福
光、
一
一
俣
を
経
て
金
沢
の
製
薬
所
に
滸
い
た
。

利
賀
村
か
ら

は、

平
村
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
と、

利
賀
川
沿
い
に
下
っ
て
庄
川

に
出
て、

井
波
を
経
て
福
光
経
由
の
ル
ー
ト
も
あ
っ
た。

こ
の
塩

硝
輸
送
ル
ー
ト
を
「
塩
硝
街
道」

と
呼
び
、

こ
れ
は
秘
密
の
道
で

あ
っ
た
と
記
載
し
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
し
か
し、
五
箇
山
の
人
々

六

塩
硝
の
金
沢
・

土
清
水
製
薬
所
へ
の
輸
送
ル
ー
ト
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五
箇
山
塩
硝
の
加
賀
藩
に
よ
る
買
い
上
げ
の
記
録
は
慶
長
年
間

か
ら
明
治
二
十
年
ま
で、

約
三
百
年
近
く
に
わ
た
っ
て
の
記
録
が

七
の
日
常
の
動
き、

産
物
の
流
れ
を
調
べ
る
と、

こ
の
秘
密
ル
ー
ト

説
は
間
違
い
で
あ
る。

五
箇
山
産
物
の
城
端、

福
光
へ
の
送
り
出

し、

さ
ら
に
富
山
平
野
か
ら
の
物、

例
え
ば
海
産
物、

塩
の
搬
入

に
は
こ
の
ル
ー
ト
を
使
用
し
て
い
た
。

ま
た、

氷
見
か
ら
塩
ブ
リ

を
飛
騨
高
山
に
送
っ
た
「
プ
リ
の
道」

は
利
賀
村
か
ら
井
波
に
出

る
ル
ー
ト
と
も
重
な
っ
て
い
た。

さ
ら
に、

江
戸
末
期
に
富
山
平

野
の
人
々
が
「
お
伊
勢
ま
い
り」

に
盛
ん
に
出
か
け
た
が、

こ
の

人
々
の
歩
い
た
道
は
小
矢
部
川
沿
い
の
ル
ー
ト
に
あ
る
「
西
赤
尾

道」

と
「
飛
騨
・

小
白
川
間
道」

で
あ
る
。

さ
ら
に、

五
箇
山
が
「
秘
密
の
火
薬
原
料
の
生
産
基
地」

と
記

す
も
の
が
あ
る
が、

こ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。

例
え
ば
飛
騨
・

小
白

川
閻
道
の
上
平
村
の
出
口
に
は
厳
重
管
理
の
関
所
は
な
く、

住
民

が
管
理
す
る
通
行
税
を
取
る
所
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

加
賀
藩
の
長

棟
鉛
山
が
藩
奉
行
に
よ
り
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い
た
事
と
は
異
な

っ
て
い
た
。

五
箇
山
塩
硝
の
加
賀
藩
に
よ
る
買
上
高
の
推
移

残
っ
て
い
る
（
図
4
a)
。

先
ず
一

五
九
0
年
代
に、

五
箇
山
で

は
米
は
生
産
で
き
な
い
た
め
に
年
貢
を
塩
硝
で
納
め
る
方
式
を
取

っ
て
い
た。

例
え
ば
慶
長
十
年
（
一

六
0
五）

に
九
四
七
斤
の
塩

硝
を
納
め
て
い
た。

こ
れ
が
寛
永
十
四
年
(
-

六＿―-
七）

か
ら、

塩
硝
は
御
買
上
に
な
っ
た。

こ
れ
が
平
穏
な
時
代
で
あ
っ
た
十
八

泄
紀
中
頃
に
は
九
七
箇
に
な
っ
て
い
た。
嘉
永
元
年(
-

八
四
八）

に
は
「
硝
石
増
産
令」

が
出
さ
れ、

五
箇
山
の
全
民
家
で
の
塩
硝

生
産
が
行
わ
れ
た。

そ
の
結
果、

塩
硝
の
買
上
高
も
伸
び、

安
政

二
年
(
-

八
五
五）

に
は、

上
塩
硝
一

六一
二
箇
と
中
塩
硝―
――
――
―

箇
が
買
い
上
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
が
慶
応―
一
年
(
-

八
六
六）

に
は

一

万
貰
の
塩
硝
の
買
上
と
な
っ
た
。

幕
末
期
の
塩
硝
の
買
上
を
詳
し
く
調
べ
る
と
（
図
4
b)
、

嘉

永
か
ら
慶
応
に
掛
け
て
の
塩
硝
の
買
上
高
の
急
激
な
増
加
を
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。

こ
れ
は
異
国
船
の
来
航
に
備
え
て
の

海
岸
線
を
防
備
す
る
た
め
に、

塩
硝
の
大
増
産
を
行
っ
た
結
果
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
増
加
も
慶
応
四
年
(
-

八
六
八）

に

は
遂
に
止
ま
り、

明
治
へ

移
り
急
激
な
減
少
に
転
じ
た。

五
箇
山

の
人
々
は
陸
軍
へ
塩
硝
の
買
い
上
げ
を
迫
っ
た
の
で
あ
る
が、

チ

リ
硝
石
の
輸
入
に
は
勝
て
ず、

明
治―
―
十
年
(
-

八
八
七）

に
塩

硝
生
産
の
終
焉
を
迎
え
た
。
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加沢藩による五箇山塩硝の買い上げ在の推移
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幕末期の塩硝酸の買上高

八 こ
れ
ま
で
は
資
料
を
塩
硝
の
買
上
高
で
表
し
た
が 、
五
箇
山
全

体
の
塩
硝
の
生
産
高
を
示
す
史
料
は
少
な
い 。
嘉
永
年
間
の
生
産

高
と
買
上
高
の
関
係
は 、
塩
硝
の
買
上
高
の
増
加
が
始
ま
っ
た
時

で
も
あ
り 、
生
産
高
と
買
上
高
と
が
近
い
値
で
あ
っ
た 。

金
沢
・

土
清
水
製
薬
所
（
薬
合
所）

加
賀
藩
は
初
め
金
沢
城
内
に
塩
硝
蔵
を
持
ち 、
黒
色
火
薬
の
生

産
と
貯
蔵
を
行
っ
て
い
た 。
と
こ
ろ
が
落
雷
や 、
火
災
の
類
焼
に

よ
り

焼
失
し
た
た
め
こ
れ
を
廃
し
て 、
慶
安
四
年
（一
六
五一
）

(
4)

 

に
小
立
野
台
の
波
着
寺
境
内
に
薬
合
所
を
移
し
た 。
し
か
し 、
こ

こ
で
も
事
故
を
起
こ
し 、
郊
外
の
土
清
水
村
に
万
治
元
年
(-
六

五
八）
に
薬
合
所
を
新
設
し
た 。
こ
の
薬
合
所
で
は
犀
川
の
水
を

辰
巳
用
水
で
取
り
入
れ
て
水
車
を
廻
し
原
料
の
硝
石 、
硫
黄 、
炭

を
臼
で
揚
き
粉
に
し
た 。
本
薬
合
所
を
描
い
た
絵
図
は一
二
点
あ
る

が 、
天
保
五
年(-
八
三
四）
に
描
か
れ
た
「
辰
巳
用
水
長
巻
回」

（
石
川
県
歴
史
博
物
館
蔵）
に
は 、
辰
巳
用
水
よ
り

水
を
引
い
て 、

水
車
を
回
し
た
「
揚
蔵」
と
「
調
合
所」
と
見
ら
れ
る
建
物
が
描

か
れ
て
い
る 。
さ
ら
に
中
央
に
周
り
を
土
塀
で
囲
ま
れ
た
二
棟
の

蔵
が
あ
る 。
こ
の
蔵
は
買
上
げ
た
五
箇
山
塩
硝
の
貯
蔵
と
製
品
で
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• n 

• 口 ／心象3

..
這鑓
心
． 

弓芸
"“ 

あ
る
火
縄
銃
用
黒
色
火
薬
の
貯
蔵
施
設
「
塩
硝
蔵」

で
あ
っ
た
。

加
賀
瑞
は
安
政
元
年
(
-

八
五
四）

に
洋
式
砲
術
の
研
究
＇

教

育
を
行
う
「
壮
猶
館」

を
開
設
し
た
。

さ
ら
に
軍
備
の
洋
式
化
を

決
定
し 、

洋
式
銃
お
よ
び
雷
管
の
購
入
も
行
っ
て
い
た
。

そ
の
為

に
洋
式
火
薬
が
必
要
と
な
り 、

こ
れ
ま
で
の
土
消
水
薬
合
所
を
改

史
料
か
ら
加
賀
瑞
が
塩
硝
の
他
国
売
り
を
許
可
し
た
時
代
を
調

め 、

新
し
い
洋
式
火
薬
の
生
産
を
行
う
薬
合
所
の
建
設
を
元
治
元

年
(
-

八
六
四）

秋
か
ら
始
め
た 。

こ
の
建
設
は
慶
応
四
年
（
一

八
六
八）

に
は
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が 、

明
治
に
改
元
さ
れ
新

政
府
の
命
令
で
不
要
施
設
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
た
（
図
5)
。

新
土
消
水
薬
合
所
に
関
す
る
史
料
は
後
藤
家
文
杏
中
の
「
六
百

分
之
一

絵
図」
一

点
の
み
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
に
は
洋
式
火
薬
の

生
産
の
設
備
と
雷
管（
雷
頭）
の
生
産
所
と
乾
燥
用
干
場
が
あ
る
。

平
成
十
九
年
か
ら 、

金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
追

跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ 、

こ
の
程 、
「
硝
石
御
土
蔵」
（
四
間
x

十
二
間）

の
基
礎
と
堀
の
一

部
分
お
よ
ぴ
揚
蔵
が
発
掘
さ
れ 、

新

薬
合
所
の
図
面
の
建
物
図
と
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た 。

こ
の
調
査
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

五
箇
山
塩
硝
の
他
国
出
し

塩
硝
の
他
国
出
し
は 、

五
箇
山
か
ら
藩
の
買
い
上
げ
対
象
で
な

い
中
塩
硝
を
一

般
に
売
る
場
合
と 、

加
賀
藩
が
土
消
水
製
薬
所
に

貯
蔵
し
て
い
た
上
塩
硝
を
京
都
や
大
阪
の
市
場
に
出
す
場
合
が
あ

っ
た
。 九
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表3 加賀藩の塩硝の他国売りの可否の状況推移

年 度

疫安4年
寛文8 年
天和3年
元禄年間
元禄11年
亨保12年
亨保15年
元 文元年
寛保 2 年

天明4年
天明5年
寛政9年
文化3年
文政元年
天保 5年
天保 10年
天保 13年

弘化4 年

嘉永2年
嘉永3年

以後、

西暦

1650 
1668 
1683 
1688 
1698 
17 27 
1730 
1736 
1742 

1784 
1785 
1797 
1806 
18 18 
1834 
1839 

1842 

1847 
1849 
1850 

事 項

塩硝残らず買上

他国売り出し

出津あり
、中塩硝、 並塩硝の市販あり

禁止となる

他国売り可
他国売りあり、灰汁煮塩硝出津禁止
総て買上となる

塩硝他国出津禁止
中塩硝83箇(42 箇城端ー＞大坂、41 箇富山、 八尾、 越前

塩硝他国払い高、 中塩硝103箇大坂ヘ
他国売り， 価下落
他国出舟積み切手の写し
年乎均45箇

藩所蔵塩硝の売却して沢金を得る

出津、 御払い塩硝
一切出津の禁止
中塩硝、 他国津出し
御払い塩硝合計18 9 6箇（約2万3千貰）

一切禁止
売り一切指留め
一切禁止

o

o

o

x

o

ox

x

x

 
o

o

o

o

o

o

x

o

o

x

x

x

 

べ
て
ま
と
め
表
3
と
し
た。

他
国
出
し
を
禁
止
し
た
時
代
は、

元
禄
十
一

年
(
-

六

九
八）
、

亨
保
十
五
年
（
一

七
三
0)

か
ら
寛
保―
一

年

（
一

七
四一
一）

の
間、

天
保
十
年
(
-

八

二
二）
、

そ
し
て

幕
末
の
嘉
永
二
年(
-

八
四
九）
以
後
明
治
ま
で
で
あ
り、

こ
れ
ら
の
期
間
以
外
は
頻
繁
に
塩
硝
の
他
国
出
し
が
行
わ

れ
て
い
た。

特
に
文
政
元
年
(
-

八
一

八）

に
は
、

土
清

水
薬
合
所
に
貯
蔵
し
て
い
た
上
塩
硝
を
京
都
・

大
坂
で
売

り
資
金
を
得
て、

薬
合
所
の
修
繕
費
に
充
て
た。

こ
の
他
国
出
し
の
期
間
を
塩
硝
の
買
上
量
の
グ
ラ
フ
に

重
ね
る
と
他
国
出
し
が
許
可
さ
れ
た
期
間
は
世
の
中
が
平

穏
な
時
期
で
あ
り、

塩
硝
の
買
上
量
が、

九
七
箇
か
ら
一

1

0
箇
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る。

天
保――一
年
(
-

八
三
二）

に
五
箇
山
の
塩
硝
煮
屋
総
代

か
ら
郡
役
所
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
「
中
塩
硝
領
国
内
売
買

御
尋
ね
の
回
答
お
よ
び
他
国
出
之
書」
（
案）

に
は、

ま

ず
領
国
売
り
渡
し
で
は、

金
沢、

井
波、

城
端
の
見
知
り

合
い
の
薬
屋、

針
屋、

ヤ
ス
リ
屋
な
ど
に
売
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ、

そ
の
量
は
五
斤、

七
斤
で
あ
り、

そ
れ

程
多
い
量
で
は
な
い
。

そ
の
際
に
は
他
国
に
津
出
し
す
る
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と
き
に
使
用
す
る
印
章
を
売
仕
切
書
に
捺
印
し
て
い
た。

こ
こ
数

年
で―
-
0
0
斤
ば
か
り
が
売
り
出
さ
れ
て
い
た。

右
の
薬
屋
以
外

の
商
人、

見
知
り
合
い
の
人
に
も
売
り
渡
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て

お
り、

当
時
の
塩
硝
の
売
買
の
様
子
が
分
か
る。

塩
硝
は
民
間
で

は
医
薬
（
利
尿
剤）

と
し
て、

ま
た
刃
物、

針、

ヤ
ス
リ
の
製
造

で
は
製
品
を
仕
上
げ
る
時
に、

加
熱
後
に
塩
硝
水
溶
液
に
浸
し
て

焼
き
入
れ
し
て、

錆
を
防
ぐ
た
め
に
鉄
酸
化
物
の
膜
を
表
面
に
作

る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
。

無
論、

他
藩
に
よ
り
購
入
さ
れ
て
火
薬

の
製
造
に
も
使
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。

文
政
元
年
(
-

八
一

八）

に
五
箇
山
か
ら
京
都、

大
坂
に
売
り

出
し
た
塩
硝
に
か
か
っ
た
必
要
経
費
は、
荷
造
り
代
に
三
匁
五
分、

船
代、

陸
上
の
運
送
代
に
多
く
必
要
で
あ
っ
た。
こ
の
様
に
京
都、

大
坂
の
商
人、

薬
種
屋
に
売
り
出
さ
れ
た
塩
硝
が
そ
の
後
ど
の
様

に
な
っ
た
か
を
示
す
史
料
は
少
な
い
。

し
か
し、

唯
一

の
重
要
な

史
料
が
発
見
さ
れ
た。

愛
媛
県
坂
出
市
の
鎌
田
共
済
博
物
館
蔵
の
史
料
に
は、

天
保
年

間
に
高
松
の
馬
宿
の
口
之
助
が
天
満
屋
の
勝
次
郎
に
送
っ
た、

「
加
賀
白
塩
硝一
一
斤」

を
大
坂
界
筋
の
富――-
（
薬
種
商
？）

よ
り

(
5)
 

取
り
よ
せ
を
依
頼
し
た
書
状
の
「
覚」

で
あ
る。

み
ち
た
か

こ
の
高
松
で
は、

発
明
家
久
米
通
賢
が
加
賀
塩
硝
を
用
い
て
硝

ス

テ

レ

キ

酸
を
作
る
実
験
を
行
っ
て
い
た。

久
米
の
実
験
記
録
「
生
歴
木
諸

品
之
相」

天
保
十
年
(
-

八
三
九）
―
-
月
十
八
日
に
は、

硝
酸
の

合
成
に
加
賀
塩
硝
を
使
用
し
た
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る。

ス
テ

レ
キ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
s
t
e
r
k

で
あ
り、

強
い
を
意
味
す
る。

硝

酸
は
s
t
e
r
k

z
u
u
r

と
言
い
、
「
猛
酸」

と
翻
訳
し
て
い
た。

こ
れ
を

略
し
て
「
ス
テ
レ
キ」

と
云
っ
tCIO

「
加
賀
中
柿
六
拾
目
と
上
品
丹
蓉
六
十
目
を
釜
に
入
れ
て
炭
火

で
加
熱
し
て、

ス
テ
レ
キ
を
三
両
作
っ
て
い
た
。」

塩
硝
中
悼
は
五
箇
山
産
中
塩
硝
で
あ
り、
丹
碧
は
硫
酸
銅
で
あ
る。

五
箇
山
塩
硝
が
高
い
品
質
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら、

大
坂
で
購
入
さ

れ
て
四
国
・

高
松
で
硝
酸
の
製
造
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た。

久
米
は
こ
の
硝
酸
と
水
銀、

ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
し
て、

雷
酸
水

銀
の
合
成
も
行
っ
た
こ
と
を
こ
の
史
料
に
記
載
し
て
い
た
。

久
米

通
賢
は
天
保
年
間
に
わ
が
国
で
最
初
に
雷
酸
水
銀
を
合
成
し
て、

雷
采
マ
ッ
チ
や
雷
管
を
作
っ
て
い
た。

嘉
永
年
間
に
入
り、

外
国
船
の
来
航
が
増
え、

こ
れ
に
備
え
て

加
賀
藩
は
塩
硝
の
他
国
出
し
を
指
留
め
と
し
た。

以
後、

塩
硝
の

総
て
を
加
賀
藩
は
買
い
上
げ
た。
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硫
黄
と
木
炭

硫
黄
と
木
炭
は
黒
色
火
薬
の
生
産
た
め
に
は
必
須
な
原
料
で
あ

る。

わ
が
国
は
火
山
が
多
く
あ
り、

硫
黄
の
入
手
に
は
そ
れ
程
困

難
で
は
な
か
っ
た。

加
賀
藩
の
硫
黄
の
採
堀
・

精
製
·

輸
送
に
関

す
る
詳
し
い
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
た。

加
賀
藩
が
領
有
し
て
い

た
現
富
山
県
新
川
郡
の
立
山
地
獄
谷
に
自
噴
す
る
硫
黄
が
あ
っ

た
。

そ
の
堆
積
硫
黄
の
採
掘
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の

立
山
硫
黄
の
採
掘
の
歴
史
を
示
す
最
も
古
い
史
科
は、

旧
新
川
郡

い
わ
く
ら

岩
雌
寺
の
雄
山
神
社
に
瑞
主
前
田
利
長
か
ら
立
山
延
命
寺
に
送
ら

れ
た
も
の
で
あ
り、
「
以
上

湯
黄
（
硫
黄）

弐
荷
為
持
給
候、

祝
着
之
至
候、

祢
方
々
被
相
尋、

此
刻
馳
走
頼
候

謹
言

卯
月

十
九
日」
（
艇
長
十
七
年、
一

六
―

二）

と
記
さ
れ、

立
山
岩
餅

寺
に
あ
っ
た
寺
坊
延
命
院
か
ら
加
賀
藩
主
に一
一
荷
の
硫
黄
が
献
納

さ
れ
て
い
た
。

ま
た
寛
永
四
年
(
-

六
一

七）

九
月
の
「
御
召
上
硫
黄」

に
つ

い
て
桜
町
村
九
浪
左
衛
門
か
ら
大
田
村
宗
右
衛
門
に
宛
て
た
書
状

が
あ
り、
「
御
公
俵
様
よ
り
被
召
上
候
た
て
山
ゆ
わ
ふ
（
硫
黄）

い
ま
い
す
る
き
（
今
石
動）

二
て
相
あ
ら
た
め
請
取
申
荷
物
之
事

合
五
拾
一

荷
ハ

右
之
荷
物
請
取
申
所

如
件」

と
書
か
れ、

お
召
し
硫
黄
五
一

荷
（
約
二
0
四
0
貰）

が
富
山
県
今
石
動
の
宿

場
で
宗
右
衛
門
か
ら
九
郎
左
衛
門
に
引
き
継
が
れ
た
事
を
示
し
て

い
る。

こ
の
様
に
立
山
産
硫
黄
が
一

六
0
0
年
代
初
頭
か
ら
「
御

召
硫
黄」

と
し
て
毎
年
加
賀
器
に
納
め
ら
れ
て、

黒
色
火
薬
の
原

料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

元
禄
十
一

年
（
一

六
九
八）

に、

加
賀
藩
は
豊
島
藤
兵
衛
を
立

山
へ
遣
り、

硫
黄
の
採
掘
・

運
搬
等
の
調
査
を
さ
せ
た
。

彼
は
硫

黄
掘
出
し
の
様
子
を
書
き
付
け、

さ
ら
に
試
し
掘
り
し
た
硫
黄
四

十
貰
目
を
添
え
て
瑞
に
提
出
し
た。

こ
れ
に
は
硫
黄
の
採
据
と
金

沢
ま
で
の
運
搬
に
必
要
と
し
た
諸
費
用
を
ま
と
め、

さ
ら
に一
二
百

賞
目
(
-
―
1

0
キ
ロ
）

の
硫
黄
を
掘
出
し
て
金
沢
に
輸
送
す
る

場
合
の
諸
経
費
を
試
算
し
て
い
た。

輸
送
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
立
山
地
獄
谷
で
掘
り
出
し
た
硫
黄
を

常
願
寺
川
沿
い
の
芦
絣
寺
に
運
び
出
し、

さ
ら
に
富
山
の
神
通
川

河
口
の
港
・

東
岩
瀬
に
送
り、
船
で
金
沢
の
宮
腰
浦（
現
金
石
港）

に
輸
送
し
た
方
が
硫
黄
の
粉
砕
が
少
な
く
御
薬
調
合
に
良
い
と
記

し
て
い
る。

こ
の
時
に一
二
品
の
硫
黄
試
料
が
金
沢
土
消
水
御
薬
合

奉
行
に
提
出
さ
れ、

手
合
い
に
よ
り
鑑
定
が
直
ち
に
行
わ
れ、

良

品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

71 



大会報告

そ
の
後
の
安
永
三
年
（
一

七
七
四）

十
一

月
に
加
賀
藩
は
十
村

を
通
し
て
「
立
山
制
（
製）

法
硫
黄
互
百
貫
目」

を
入
札
お
払
い

に
す
る
か
ら、

希
望
者
は
「
入
札
差
上
可
旨」

の
お
触
れ
を
出
し

た
。

さ
ら
に、

安
永
十
年
（
一

七
八
一
）

閏
五
月
に
「
立
山
硫
黄

以
運
上
銀
掘
出
売
買
望
人
有
之
侯
ハ
バ
、

逐
詮
議
可
申
聞
き
候

以
上
」

の
御
用
触
れ
を
出
し
た。

藩
は
立
山
硫
黄
の
採
掘
を
民
間

の
経
営
に
任
せ
て、

運
上
金
（
税
金）
を
納
め
さ
せ
よ
う
と
し
た。

し
か
し、

直
ぐ
に
は
「
売
買
望
人」

は
現
れ
な
か
っ
た
。

文
政
五

年
(
-

八
二
二）

に
な
っ
て、

新
川
郡
青
山
村
平
四
郎
が
「
立
山

硫
黄
制
法」

を
願
い
出
た
。

平
四
郎
は
こ
れ
ま
で
の
搬
出
コ
ー
ス

を
変
え、

硫
黄
を
立
山
の
早
月
谷
（
硫
黄
乗
越
谷
と
も
云
わ
れ

た
。）

を
竹
楢
で
降
ろ
し、

こ
れ
を
馬
場
島
（
現
上
市
町）

経
由

で
滑
川
町
に
運
ぶ
事
と
し
た。

文
政
七
年
(
-

八
二
四）

四
月
に

平
四
郎
は
立
山
地
獄
谷
硫
黄
掘
出
製
法
の
主
付
に
任
命
さ
れ
た。

馬
場
島
で
は
鉄
釜
で
硫
黄
の
釜
煮（
原
砿
を
焼
取
法
で
乾
留
し
て、

昇
華
硫
黄
を
精
製
す
る
。）

を
行
い、
「
出
来
硫
黄」
（
上
質
の
白

色
花
硫
黄、

硫
黄
華）

と
し
て、

滑
川
町
（
現
富
山
県
滑
川
市）

の
東
端
の
「
東
御
蔵
所」

に
納
め
た
。

精
製
し
た
硫
黄
は、

杉
材
で
作
っ
た
硫
黄
箱
に
八
貰
が
詰
め
ら

れ
て
御
蔵
所
に
保
管
さ
れ
た
。

安
政
三
年
(
-

八
五
六）

の
硫
黄

搬
出
の
覚
書
き
に
は
次
の
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る。

覚

弐
百
貫
目

花
硫
黄

弐
百
貰
目

常
硫
黄

メ
四
百
貰
目

高
千
貰
目
之
内

増
出
口
内

残
七
百一
1一
拾
一

貫
目

弐
百
六
拾
九
貰
目

花
硫
黄

十
月
二
五
日
指
届

右
六
百
六
拾
九
貰
目
硫
黄
八
十―
二
箇
本
馬
弐
拾
壱
疋

に
付
七
月
弐
拾
七
日
滑
川
御
出
小
杉
泊
二
拾
八
日
津
幡
泊

弐
拾
九
日
土
清
水
指
届
御
成
り

こ
の
史
料
に
は
滑
川
か
ら
金
沢
•

土
清
水
薬
合
所
ま
で
の
搬
送

に
関
し
て
も
記
さ
れ
て
い
る。

文
政
十―
二
年
九
月
末
(
-

八一―1
0)

に
は、

九
七
五
六
斤
（
一

九
五
一

貫、

約
七
・
ー
ニ
ト
ン
）

の
硫
黄
が
滑
川
の
御
蔵
に
保
管
さ

れ
て
い
た
。

嘉
永
六
年
(
-

八
五―
二）

の
蕃
の
調
査
に
よ
れ
ば
花

硫
黄
一

貰
目
の
製
法
費
（
精
製
費
用）

お
よ
び
箱
代
と
御
蔵
ま
で

の
運
賃
の
合
計
は
二
匁
三
分
四
厘
で
あ
っ
た
。

滑
川
御
蔵
に
納
め

ら
れ
た
の
は、

精
製
さ
れ
た
最
上
級
の
花
硫
黄
と
同
等
の
花
硫
黄

並
常
硫
黄
で
あ
っ
た
。

文
化―
二
年
(
-

八
0
六）

か
ら
慶
応一云一
年

（
一

八
六
七）

に
か
け
て、

毎
年
御
召
硫
黄
と
し
て
金
沢
に
運
ば
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れ
た
硫
黄
に
関
す
る
史
料
が
富
山
県
立
図
書
館
の
伊
束
文
庫
「
御

触
留
帳」

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

滑
川
御
蔵
か
ら
召
上
硫
黄
は、
一

箱
（
一

箇）

に
八
貫
目
入
り

と
さ
れ、

駅
馬
一

頭
が
四
箇
を
積
ん
で、

二
泊―
二
日
で
滑
川
か
ら

小
杉
（
富
山
県）
、

津
幡
（
石
川
県）
、

金
沢
・

土
清
水
製
薬
所
へ

と
宿
継
ぎ
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
た。

宛
先
は
玉
薬
奉
行、

鉄
砲
方

御
用
で
あ
っ
た
。

し
か
し、

こ
の
輸
送
は
元
治
元
年
六
月
(
-

八

六
四）

ま
で
で
あ
っ
た。

元
治
元
年
九
月
か
ら
は
総
て
の
硫
黄
の

宛
先
は
「
小
柳
製
薬
所
御
用」
（
現
白
山
市
日
の
御
子）

に
変
わ

っ
た。

硫
黄
の
搬
送
は、
一
、

滑
川
↓
小
杉
↓
津
幡
↓
小
柳
（
元

治
元
年、

疫
応
元
年）
、

二、

滑
川
↓
高
岡
↓
津
幡
↓
小
柳
（
疫

応
二
年）
、

三、

滑
川
↓
小
杉
↓
石
動
↓
金
沢
↓
小
柳
（
慶
応―――

年）

て、

二
泊一
二
日
あ
る
い
は一
二
泊
四
日
で
輸
送
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
史
料
は
非
常
に
重
要
な
事
柄
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で

土
清
水
薬
合
所
で
は
火
縄
銃
用
の
黒
色
火
薬
を
生
産
し
て
い
た

が、
鶴
来
の
小
柳
製
薬
所
で
の
洋
式
火
薬
の
生
産
に
切
り
替
え
た。

土
清
水
薬
合
所
は
洋
式
火
薬
生
産
の
施
設
へ
の
改
築
工
事
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
か
ら
嘉
永
六
年
(
-

八
五
0)

か
ら

艇
応
三
年
(
-

八
六
七）

ま
で
の
史
料
を
ま
と
め
て
塩
硝
の
買
上

商
と
比
べ
る
と、

硫
黄
の
買
上
高
の
増
減
は
塩
硝
の
増
減
と
一

致

し、

幕
末
期
に
海
岸
防
衛
の
た
め
に
火
薬
の
増
産
と
備
蓄
を
目
的

に
原
料
を
大
罷
に
買
上
げ
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る。

な
お、

淮
は
硫
黄
の
他
国
出
津
を
認
め、

滑
川
御
蔵
に
貯
蔵
し

て
い
た
硫
黄
を、

富
山
・

束
岩
瀬
の
港
よ
り
送
り
出
し
て
い
た
時

期
も
あ
っ
た
。

明
治
四
年
(
-

八
七

こ

に
廃
瑞
置
県
と
な
り、

こ
れ
ま
で
緋

の
管
理
下
で
の
硫
黄
掘
出
し
も
民
営
と
な
っ
た。
「
壬
申
二
月
越

中
国
鉱
砿
調
理
記」
（
明
治
五
年、
一

八
七―
-）

に
「
硫
黄
立
山

字
地
獄
谷
但
し
金
沢
町
硫
黄
組
車
中
辛
未
六
月
営
業
願
い
聞
承
り

届
候
事」

と
あ
り、

金
沢
の
硫
黄
方
会
が
立
山
硫
黄
の
掘
り
出
し

を
営
業
と
す
る
願
書
が
提
出
さ
れ
た。

ま
た、
「
硫
黄
方
会
社
金

沢
町
藤
屋
仁
右
衛
門
等
拾
人
之
者
共、

製
法
い
た
し
候
段
申
談
在

り
之、

…
…
」
（
明
治
三
年）

と
あ
り、

自
由
に
硫
黄
の
売
買
が

出
来
る
様
に
な
っ
た。

硫
黄
が
鉛、

埋
硝
と
共
に
戦
略
物
資
で
あ
る
た
め、

そ
の
取
引

に
は
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

廃
藩
置
県
の
時
に
加
賀
瑞
は
五

百
六
十
ト
ン
の
火
薬
を
所
有
し
て
い
た
か
ら、

少
な
く
と
も
在
六

ト
ン
（
一

万
五
―
――1
0
貰）
の
硫
黄
を
使
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る。

一

方、

嘉
永
元
年
(
-

八
四
八）

か
ら
慶
応
三
年
(
-

八
六
七）

の
間
に
加
賀
藩
の
御
召
上
硫
黄
の
練
楚
は
約一
二
万
七
0
0
0
貫

73 



大会報告

火
薬
製
造
の
た
め
に
用
い
た
木
炭
に
つ
い
て
の
史
料
は
加
賀
藩

で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た。

能
登
や
鶴
来
か
ら
燃
料
用
木
炭

を
加
賀
藩
に
納
め
た
記
録
は
あ
る
が、

火
薬
製
造
と
の
関
係
は
特

定
出
来
な
か
っ
た。

と
こ
ろ
が
麻
木
を
材
料
と
し
て
灰
焼
所
で
炭

化
し
て
い
た
こ
と
が
最
近
明
ら
か
と
な
っ
た。

一

方、
「
鹿
児
島
県
火
薬
製
造
書」

に
は、

木
炭
の
原
料
と
し

柳
の
若
木
（
六
ー
七
年
生）

を
春
先
に
伐
採
し、

皮
を
剥
い
で
天

日
で
乾
燥
し
て、

四
ー
五
年
の
間
貯
え
た
も
の
を
太
さ、

長
さ
を

揃
え
て
炭
焼
き
窯
に
入
れ、

松
薪
を
燃
料
と
し
て
炭
化
し
た
と
あ

る。

良
質
の
炭
は
紫
色
の
光
沢
を
帯
び
て
叩
く
と
響
音
を
発
し、

折
る
と
金
属
の
様
な
光
沢
を
切
断
面
が
示
す
堅
い
炭
で
あ
っ
た
と

い
う。

湿
気
を
含
ま
な
い
新
し
い
炭
を
砕
き、

炭
末
と
し
て
火
薬

十
一

木

炭

（
一

四
0
ト
ン）

で
あ
り、

大
蓋
の
硫
黄
が
立
山
地
獄
谷
か
ら
採

掘
さ
れ
て、

精
製
し
て
金
沢
に
運
ば
れ
て
硝
石
と
共
に
軍
事
大
国

の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た。

他
の
藩
で
は
白
根
山
の
硫
黄
な
ど
火
山
か
ら
の
噴
出
硫
黄
が
用

い
ら
れ
て
い
た。

ま
と
め

の
生
産
に
使
用
し
た。

麻
の
表
皮
を
剥
い
だ
残
り
の
木
質
部
分

（
麻
骨）

を
炭
に
し
た
も
の
が
良
い
と
も
記
る
さ
れ
て
い
る。

例

え
ば
「
筒
薬
之
仕
立
様」
（
安
政
六
年、
一

八
五
九）

に
は
「
塩

硝
九
十
目、

麻
木
灰
（
炭）
―
-
十
目、

い
を
（
硫
黄）
―
-
十
目」

と
あ
り、

麻
炭
が
使
用
さ
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る。

西
欧
で

は
シ
ロ
ヤ
ナ
ギ
の
枝
を
炭
化
し
て、

火
薬
製
造
に
使
用
し
た。

新
土
清
水
薬
合
所
の
六
百
分
の
一

絵
図
に
は
「
焼
灰
所」

と

「
木
灰
所」

が
あ
る。
「
灰」

は
「
炭」

を
意
味
し、

黒
色
火
薬
の

製
造
の
た
め
に
薬
合
所
内
で
材
料
の
麻
木
を
焼
い
て
炭
と
し
て
い

こ。
製
薬
所
で
生
産
さ
れ
た
火
薬
は
上
野
村
弾
薬
所
（
推
定
貯
蔵
可

能
量一
二
五
0
ト
ン）
、

野
田
村
弾
薬
所
（
推
定
貯
蔵
可
能
量
約
八

十
ト
ン）、

田
上
村
弾
薬
所
（
推
定
貯
蔵
可
能
最
約
二
0
ト
ン）

に
貯
蔵
さ
れ
た。

江
戸
時
代
の
三
百
年
を
越
え
る
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
塩
硝
を

生
産
し
続
け
て
い
た
の
は、

全
国
で
は
唯
一

五
箇
山
の
約
七
十
ヶ

村
の
み
で
あ
っ
た。

こ
こ
で
は
独
特
の
「
培
養
法」

に
よ
っ
て
大
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熾
の
塩
硝
を
生
産
し
続
け
た
。
本
法
は
硝
化
細
菌
を
巧
み
に
操
り、

合
掌
造
り
の
屋
内
に
設
け
ら
れ
た
培
養
穴
で、

乾
燥
し
た
土、

カ

イ
コ
の
痰、

千
草
を
使
用
し
て
行
わ
れ
た。

こ
れ
は
微
生
物
学
的

原
理
に
適
っ
た
絶
対
好
気
性
細
菌
を
使
用
す
る
技
術
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
世
界
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
技
術
で
あ
り、

当
に
わ
が
国

の
江
戸
時
代
の
科
学
技
術
史
上
に
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る。

精

製
さ
れ
た
上
塩
硝
は
巨
大
な
結
品
で
あ
り
全
国
最
高
の
品
質
で
あ

っ
た
。

塩
硝
に
関
す
る
費
重
な
史
料
は、

現
在
の
五
箇
山
地
域
に

わ
が
国
で
最
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る。

そ
の
史
料
の
保
存
に
貢
献

し
た
の
は
、

加
賀
藩
で
は
な
く、

塩
硝
煮
屋
の
人
々
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
祖
先
の
行
っ
た
偉
業
を
伝
え
る
た
め
に
史
料
を
保
管
し
て

{
9)

 

ヽ

こ
。

し

tこ
の
塩
朗
は
初
め
年
貢
と
し
て
加
賀
藩
に
上
納
さ
れ
た
が、

そ

の
後、

塩
硝
は
「
御
召
塩
硝」

と
し
て
艇
応
四
年
ま
で
買
い
上
げ

ら
れ
た
。

加
賀
藩
は
こ
の
塩
硝
を
碁
に
し
て
強
大
な
軍
事
力
を
築

い
た
。

特
に
幕
末
期
に
海
防
強
化
の
た
め
に
年
間
一

万
貰
の
塩
硝

を
買
い
上
げ
て
い
た。

塩
硝
は
塩
硝
箱
に
詰
め
ら
れ
五
箇
山
か
ら

人
と
牛
に
よ
り
山
道
を
金
沢
の
薬
合
所
ま
で
輸
送
さ
れ
た
が、
一

方、

硫
黄
は
滑
川
御
蔵
か
ら
硫
痰
箱
に
詰
め
て
馬
に
よ
る
北
陸
街

道
を
使
用
し
て
の
輸
送
で
あ
っ
た
。

こ
の

大
埜
の
弾

平
時
に
は
中
塩
硝
は
城
端、

福
光
の
業
者
（
薬
屋、

針
屋、

鑢

屋
な
ど）

に
売
り
出
さ
れ
た
。

刃
物
屋
で
は
刃
物
の
仕
上
げ
の
焼

入
れ
に
硝
石
が
使
用
さ
れ、

製
品
の
鉄
の
表
面
に
酸
化
鉄
の
保
護

膜
を
作
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た。

さ
ら
に、

金
沢
•

宮
腰
か
ら
京

都、

大
坂
へ
の
出
津
が
あ
り、

高
品
質
の
加
賀
塩
硝
の
取
引
は
多

く
あ
っ
た
が、

流
通
先
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

高
松
藩
の
久
米
通
賢
が
天
保
十
年
(
-

八―
二
九）

に
加
賀
塩
硝

中
悼
（
中
塩
硝）

を
用
い
て、

硝
酸
（
ス
テ
レ
キ）

の
合
成
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

彼
は
こ
の
硝
酸
か
ら
雷
酸
水
銀

を
合
成
し
た
。

こ
の
雷
酸
水
銀
（
雷
乗）

の
合
成
は
わ
が
国
で
の

最
初
の
事
例
で
あ
る
。

雷
酸
水
銀
は
近
代
銃
砲
の
雷
管
を
作
る
に

必
要
な
化
合
物
で
あ
り、

当
時
は
そ
の
多
く
は
輸
入
に
依
存
し
て

S

p
]。

v

t加
賀
溜
は
海
防
の
た
め
に
大
巌
の
硝
石
を
買
い
上
げ、

鈴
見
鋳

造
所
で
生
産
さ
れ
た
大
砲
を
台
場
に
配
備
し
て、

農
民
を
動
員
し

て
銃
を
持
た
せ、

海
岸
線
の
防
備
に
当
た
っ
た
。

し
か
し、

外
国

船
と
の
衝
突
は
無
か
っ
た。

大早
止
の
火
薬
を
使
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
慶
応
四
年
の
戊
辰
戦
争
で
あ
り、

長
岡
に
約
八
千
人
を

出
兵
し
て、

大
最
の
雷
管
と
弾
薬
を
消
袈
し
た
。

さ
ら
に、

戦
で
痛
手
を
受
け
た
明
治
新
政
府
軍
か
ら
の
要
請
で、
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薬
を
貸
与
し
た
。

戊
辰
戦
争
後
に
明
治
政
府
の
命
に
応
じ
て
提
出

し
た
残
存
し
て
い
た
武
器、

弾
薬
備
蓄
最
の
報
告
に
は
次
の
史
料

の
様
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「
管
下
諸
員
数
調
理」
（
明
治
四
年
三
月
調
べ
）

藩
兵
定
員
仏
式
縦
隊

五
大
隊
半

砲
隊

一
二
大
隊、
一

砲
隊

大
砲
（―
-
十
種）

二
百
八
十
九
門

小
銃

一

万
九
百
六
十
四
挺

弾
薬
（
騎
兵
弾
薬、

ヒ
ス
ト
ー
ル
銃
弾
薬）

八
万
九
千一
一
百
四
放

大
砲
弾
薬

五
万
九
千
二
百
四
十
箇

大
砲
弾

一

万
三
百
六
十
六
箇

小
銃
弾

九
百
宜
十
万
六
千一
三
日
三
十
九
放

火
薬
在
高

一

億
四
千
九
百―
一
十
六
万
四
千
七
百
五
十
貰

（
五
百
五
九
・

七
四
ニ
ト
ン）

艦
船

蒸
気
船

一
二
隻

帆
船

四
隻

（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・

近
世
史
料
館
蔵）

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
火
薬
在
高
は、

薩
摩
藩
の
所
有
し
て
い
た

値
よ
り
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
新
政
府
軍
に
よ
る
こ
の

火
薬
処
理
は、

明
治
六
年
十
一

月
末
ま
で
か
か
っ
た
。

五
箇
山
で
の
塩
硝
生
産
は、

チ
リ
硝
石
の
輸
入
の
影
響
を
強
く
う

け
て
明
治
政
府
の
買
上
量
の
減
少
と
な
り、

明
治―
―
十
年
に
終
焉

し
た。

硝
化
細
菌
は
、

現
在
は
我
々
の
排
泄
物
を
処
理
す
る
汚
水

処
理
場
の
終
末
処
理
槽
で
あ
る
「
硝
化
槽」

で、

水
中
の
ア
ン
モ

ニ
ア
を
硝
酸
イ
オ
ン
に
酸
化
処
理
す
る
過
程
で
働
い
て
い
る。

硝

酸
塩
を
含
む
処
理
水
は
そ
の
ま
ま
河
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る。

五
箇
山
と
白
川
の
合
掌
造
り
家
々
は
平
成
七
年
に
世
界
遺
産
に

登
録
指
定
さ
れ、

現
在
は
観
光
地
と
し
て
人
々
の
訪
れ
を
待
っ
て

い
る。

註
(
1)

本
稿
で
は
五
箇
山
の
塩
硝
の
歴
史
に
つ
い
て
と
記
す
が、

塩
硝
の
正
式
な
化
学
名
は
「
硝
石」
（
硝
酸
カ
リ
ウ
ム）

で

あ
る。
こ
の
無
機
化
合
物
は
多
く
の
呼
び
名
を
持
っ
て
い
る
。

と
く
に
五
箇
山
で
は
こ
れ
を
「
塩
硝」

と
呼
び、

ま
た
こ
の

漢
字
を
用
い
て
記
し
て
い
た。

従
っ
て
本
稿
で
も
「
塩
硝」

を
用
い
て
表
す
こ
と
に
す
る。

(
2)

五
箇
山
の
塩
硝
と
金
沢
で
の
火
薬
の
生
産
に
関
す
る
主
要
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五個山の塩硝史

な
総
合
的
文
献
は
拙
著
の
次
ぎ
の
も
の
で
あ
る。

拙
稿
「
加
賀
溜
の
火
薬、
一
．

塩
硝
及
び
硫
黄
の
生
産」

『
日
本
海
域
研
究』

第一
テ
ニ
号、
一
―
―

|
-
―
一
八
頁、

金

沢
大
学
日
本
海
域
研
究
所
刊
（
二
0
0
二）
、

同
「
加
賀
藩

の
火
薬、

二．

黒
色
火
薬
の
製
造
と
備
蓄」
『
日
本
海
域
研

究』

第
三
三
号、
一
―
一
九
ー一

四
四
頁、

金
沢
大
学
日
本
海

域
研
究
所
刊
（
二
0
0
二）
、

同
「
硝
石
の
舎
密
学
と
技
術

史」
『
金
沢
大
学
文
化
財
学
研
究』

第
八
巻、
一

九
ー
五
十

七
頁、

金
沢
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
（
二
0
0

六）
、

同
「
加
賀
藩
の
火
薬、

三．

土
泊
水
薬
合
所
の
新
史

料」
『
日
本
海
域
研
究』

第
四
一

号、

五一
ニ
ー
六
七
頁、

金

沢
大
学
環
日
本
海
域
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
刊(―
1
0
I

 

0)
。

こ
れ
ら
の
論
文
は
金
沢
大
学
附
属
中
央
医
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
き、

学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
シ
ス
テ
ム
「
K
u

R

A」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て、

検
索
項
に
論
文
名
を
記
入
す
れ

ば
閲
罠
可
能
で
あ
る
。

な
お、

本
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る

た
め
に、

引
用
文
献
は
最
低
必
要
限
と
し
た。

殆
ど
の
文
献

史
料
は
右
の
四
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

(
3)

高
田
菩
太
郎
絹
『
塩
硝
（
硝
石）

と
黒
色
火
染
全
国
資
料

文
庫
収
蔵
総
合
目
録』

平
村
郷
土
館、
(
-

九
九
五）
。

(

4

)

土
清
水
製
薬
所
の
正
式
な
名
称
は、

壮
猶
館
の
史
料
に
基

づ
き
「
土
清
水
薬
合
所」

で
あ
る。

本
稿
で
は
こ
の
正
式
名

を
使
用
し
た
。

(

5

)

「
覚
・

加
賀
白
焔
硝

弐
斤」
（
坂
出
市
鎌
田
共
済
樽
物
館

蔵）
。

(
6)

久
米
通
貿
「
生
歴
木
諸
品
之
柘」

天
保
十
年、

坂
出
市
鎌

田
共
済
栂
物
館
蔵。

澤
田
平
『
実
学
史
研
究』

＞、

二
五
九

ー
ニ
九
0
頁、
(
-

九
八
八）
。

(

7

)

前
掲
註
(
3)

に
同
じ。

謝

辞
本
調
査
・

研
究
に
際
し
て
ご
協
カ
・
ご
指
禅
を
い
た
だ
い
た
次

の
方
々
に
篤
く
深
謝
し
ま
す。

現
富
山
県
南
砺
市
平
の
高
田
善
太

郎
氏、

大
瀬
雅
和
氏
お
よ
び
平
郷
土
館。

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

近
世
史
料
館、

石
川
県
立
歴
史
栂
物
館、

石
川
県
立
図
書
館
の
担

当
者
の
方
々
。

さ
ら
に
「
硫
黄
箱」

の
調
壺
·

研
究
に
ご
便
宜
を

賜
っ
た
道
法
外
雄
氏
に
感
謝
し
ま
す。
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